
ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

り
ま
の
文
地
軸

会員委育教練馬区

社　会　教　育　課

（文　化　財　係）

℡3993－1111内線7141

〒176練馬区豊玉北か1㌢1

下
練
馬
の
富
士
塚
〓
峯

指
定
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
北
町
二
－
四
一
浅
間
神
社

●
高
さ
約
5
m
、
前
面
（
南
斜
面
）
　
に
つ
づ
ら
折
り

の
登
山
道
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
下

練
馬
村
上
宿
・
中
宿
の
富
士
講
で
あ
る
丸
吉
講
に

よ
り
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
5
年
二

八
七
二
）
、
昭
和
2
年
二
九
二
七
）
に
は
、
修

理
、
再
築
さ
れ
た
こ
と
が
、
配
置
さ
れ
て
い
る
石

造
物
な
ど
か
ら
わ
か
る
。

昭
和
6
1
年
に
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
を
施
行
し
、

6
件
の
文
化
財
が
翌
年
の
三
月
に
練
馬
区
文
化
財
保

護
審
議
会
（
学
識
経
験
者
で
構
成
）
の
答
申
を
受
け

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
で
、
条
例
に
基
づ
く
文
化

財
の
指
定
、
登
録
は
川
年
を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で
に

16
件
が
指
定
、
9
9
件
が
登
録
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
広
報
な
ど
を
通
じ
、
区
民
の
皆
様
方
に
紹

介
す
る
と
共
に
説
明
板
を
設
置
す
る
な
ど
周
知
、
活

用
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

本
紙
は
、
平
成
5
・
6
年
度
指
定
、
登
録
文
化
財

の
紹
介
及
び
指
定
、
登
録
リ
ス
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

下
練
馬
の
大
山
遭
道
標
〓
基
）

指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
　
北
町
一
－
二
五
－
一
七
　
路
傍

●
石
造
、
高
さ
崇
。
旧
川
越
街
道
と
大
山
道
の
分

岐
点
に
建
っ
て
い
る
。
宝
暦
3
年
（
一
七
五
三
）

下
練
馬
村
の
講
中
が
建
て
た
大
型
の
道
標
。

－1－



ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

井
口
家
大
官
〓
結
）

登
録
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
関
町
北
二
－
七
1
四

●
関
村
の
開
発
に
関
わ
り
、
江
戸
時
代
、
名
主
を
勤

め
た
家
に
伝
わ
る
寛
永
1
6
年
二
六
三
九
）
か
ら

大
正
9
年
二
九
二
〇
）
ま
で
の
二
五
点
の
文
書

類
。
寛
永
1
6
年
の
関
村
検
地
帳
（
年
貢
徴
収
の
土

地
台
帳
）
な
ど
貴
重
な
資
料
が
伝
わ
る
。

●
個
人
所
有
の
た
め
見
学
は
出
来
ま
せ
ん
。
『
練
馬

区
史
』
な
ど
に
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

比
丘
尼
梧
遺
跡
出
土
の
旧
石
器
〓
桔
）

登
録
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●
大
泉
町
二
－
三
付
近
の
比
丘
尼
橋
遺
跡
は
、
白
子

川
流
域
を
代
表
す
る
旧
石
器
時
代
（
1
万
年
以
上

前
）
　
の
遺
跡
。
平
成
3
年
に
発
掘
し
た
B
地
点
の

石
器
類
、
水
晶
製
ナ
イ
フ
な
ど
8
4
0
点
の
資
料
。

●
常
時
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
区
内
各
図
書
館
で
、
『
東

京
都
練
馬
区
比
丘
尼
橋
遺
跡
B
地
点
調
査
報
告
書
』

が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

そ
う
、
考
盲
っ
ば
　
と
う
か
ん
の
ん

憎
形
馬
頭
観
音
　
〓
基
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
早
宮
ニ
ー
二
六
　
本
寿
院
本
豊
前

●
石
造
、
高
さ
4
4
誓
舟
形
光
背
の
彫
像
。
文
政
6

年
（
一
八
二
三
）
銘
。
馬
が
衣
を
着
て
座
し
て
い

る
像
は
区
内
唯
一
。

含
来
院
の
【
石
上
ハ
地
蔵
〓
曇

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
錦
二
卜
由

●
石
造
、
高
さ
1
9
8
誓

2
年
（
一
六
五
六
）

金
来
院
参
道

下
練
馬
相
月
待
衆
が
、
明
暦

に
建
て
た
も
の
。
大
型
で
あ

り
、
彫
刻
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。



ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

ぺ
ノ
＼
　
L
　
も
ん

増
島
象
薬
直
門
　
（
一
棟
）

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
　
谷
原
三
－
一
九
－
三

●
切
妻
造
り
、
茅
葺
き
の
薬
医
門
形
式
。
江
戸
時
代

末
の
建
築
と
考
え
ら
れ
る
。
懸
魚
や
笈
形
（
装
飾

的
部
品
）
　
は
建
築
当
初
の
様
相
を
示
す
が
、
冠
木

や
垂
木
な
ど
は
明
治
期
と
考
え
ら
れ
る
部
材
が
多

く
使
わ
れ
て
い
る
。
増
島
家
は
当
地
城
の
開
発
に

も
関
わ
っ
た
江
戸
時
代
の
豪
農
。

●
道
路
上
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

絵
馬
制
作

登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

●
保
持
者
平
田
郡
司
氏
貫
井
五
－
一
四
－
七

国
華
堂

●
小
絵
馬
の
制
作
技
術
。
約
日
×
1

5
c
m
の
経
木
に
型

紙
を
使
用
し
て
、
馬
、
鶏
、
狐
、
蛇
な
ど
の
図
柄

を
描
き
、
枠
木
を
屋
根
形
に
付
け
て
仕
上
げ
る
。

（山崎弘氏撮影）

千
旦
朝
子

登
録
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

●
保
持
団
体
　
中
里
磯
子
連

●
伝
承
地
　
大
泉
町
一
－
四
四
　
八
坂
神
社

●
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
、
元
は
ゆ
っ
く
り
し
た
曲

調
の
大
間
系
磯
子
。
現
在
は
中
間
系
。

豊
島
氏
奉
納
の
石
煙
籠
〓
対
）

指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
石
神
井
台
一
－
一
八
氷
川
神
社

●
高
さ
1
39
誓
向
か
っ
て
右
側
の
も
の
は
火
袋
が
欠

失
し
て
い
る
。
元
禄
1

2
年
二
六
九
九
）
銘
と
と

も
に
奉
納
者
が
刻
ま
れ
、
石
神
井
城
、
練
馬
城
を

区
内
に
築
い
た
中
世
の
領
主
、
豊
島
氏
末
裔
の
豊

島
泰
盈
、
泰
音
父
子
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
る
。
区
内
に
残
る
数
少
な
い
豊
島
氏
に
関

わ
る
資
料
。

3



ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

氷
川
神
社
富
士
塚
〓
基
）

指
定
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
北
町
人
【
二
二
氷
川
神
社
鳥
居
脇

●
高
さ
約
3
・
7
m
。
溶
岩
を
配
し
た
登
山
道
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
頂
上
の
石
宮
台
座
に
は
天
保
6
年
二

八
三
五
）
の
銘
が
刻
ま
れ
、
配
置
さ
れ
て
い
る
石

造
物
に
は
丸
吉
講
の
標
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
、
丸
吉
講
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
盛
ん
で
あ
っ
た
富
士
信
仰
を
伝
え
る
も
の
。

鶴
の
舞

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

●
保
持
団
体
　
氷
川
神
社
宮
宿
鶴
の
舞
保
存
会

●
伝
承
地
　
氷
川
台
四
1
四
七
　
氷
川
神
社

●
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
鶴
の
擬
態
芸
能
。
氷
川
神

社
春
祭
「
お
浜
井
戸
の
里
帰
り
（
神
輿
渡
御
行
事
）
」

の
際
行
わ
れ
る
。
雌
雄
一
対
の
鶴
に
扮
し
た
演
者

が
素
朴
に
舞
う
。

●
3
年
に
一
度
の
4
月
第
2
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

練
馬
区
指
定
・
登
録
文
化
財
一
覧
寄
書
1
品
蛋

◇
指
定
文
化
財

6 5 4 3 2 元 年・
度

鶴 氷 色
．≡∃已
下 下 尾 妙 春 長 服 大 中 田丁 北 南 小

名

称

の 川 島 練 練 崎 福 日 命 部 ノヽ 里 田 粂 蔵 島
舞 神 氏 馬 馬 遺 寺 田丁 寺 半 車 の 家 氏 院 家
社 奉 の の 跡 文 出 仁 蔵 富 文 康 鐘 文
富 納 富 大 出 ：≧墓室：日 土 王 奉 士 羞巨：日 印 楼 条目土
塀
の
石
燈
書誌

士
】家
山
道
道
標

土
晶

■聖
蒜

土
器

門 納
の
仁
王
像

壕 判
状
門

平 平 昭 平 雪と 平 平 平 平 l唱 昭 昭 昭 昭 f噴 Hd
登成 成 和 嘩 成 成 ノ畢 唾 唾 f‖ 不日 和 和 和 f＝ 和

4 2 62 ラt 3 3 元 元 ブL 62 63 61 63 61 63 62 録
年年 年 年 牛 午 年 牛 年・ 年 牛 年 年 年 年 年 年

度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度
登 登 苧 登 葺き 登 萱 登 登 資 登 登 登 登 登 登 度
壷議 森 嶽 録 重義 壷哀 録 録 録 衰豪 録 歪哀 森 森 録 蜃



ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

井
口
敏
象
大
昔
　
〓
結
）

登
録
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
　
関
町
北
二
卜
一
－
二

●
関
村
開
発
地
主
の
井
口
一
族
で
、
江
戸
時
代
、
村

役
人
を
勤
め
た
家
に
伝
わ
る
文
書
類
。
享
保
2
0
年

（
扉
七
三
五
）
　
の
香
具
商
に
関
わ
る
文
書
や
関
の

溜
井
（
規
富
士
見
池
）
　
に
関
す
る
文
書
、
絵
地
図

な
ど
貴
重
な
資
料
が
伝
わ
る
。

●
個
人
所
有
の
た
め
見
学
は
出
来
ま
せ
ん
。
『
練
馬

区
史
』
な
ど
に
山
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

武
蔵
閲
遺
跡
出
土
の
大
型
槍
先
形
石
器
〓
個
）

登
録
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●
昭
和
6
1
年
の
関
町
北
三
－
一
四
に
お
け
る
発
掘
調

査
出
土
品
。
長
野
県
出
土
の
石
器
と
類
似
す
る
頁

岩
製
の
石
器
。

●
常
時
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

関村絵図（天明4年）

ま
る
ほ
U
L
よ
う
め
ん
二
ん
こ
う
こ
■
ン
し
ん
と
う

丸
彫
青
面
含
剛
府
中
塔
〓
埜

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
下
石
神
井
五
－
七
－
〓
路
傍

●
高
さ
14
8
誓
青
面
金
剛
が
丸
彫
り
さ
れ
、
足
元
に

は
邪
鬼
と
二
義
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
珍
し
い

形
の
も
の
。
享
保
1
2
年
（
一
七
二
七
）
銘
。

◇
登
録
文
化
財

へ
有
形
）

元 63 6 2 6 1 勺三
度

イ1‾　　　ノ仁l▼　　　二仁】▲　羊】▲有 ノ仁l▲ イオイオすす　有 有 有 才i 右 手r 一向‾二仔 手i‾有　　　 不才　イオ有 イ1㌧毎■千一有 謹書
ノ1学　　　 月字　　　 列l　升形 ，†学列挙 ノ杉 ）l字∴圧≠邦字71学ブI字形 形 形 形 形 背 苧　 形 形 形

【 l　　 l H
形 JI学才I苧邦字 三線

膏l　　 l　　 l 】 l 【 【 1 1 】 1 1 1 【 l l l 1　－
20 19 18 17 16 1 5 1 4 1 3 12 4　3　2　 1

尾　　 l日　　　 春 妙 カロ長 富 告 飛 署 長 許 警 流 露 ′J、妙 牛 双 適　　 塾 月 ヒ　＝ 「ヴ
諾　 繁　 昌 等 禁 書 　　　　　 石　 枝

島 子宮苦 虫菓 し 佃i 島 苦β
中 耳ヒ三三：良
特 集 宝 令

名

利く

所
在

宴 要 琵 ÷ 翌 悪 霊 要 覧 寮 寺 丸　 　々 る　一七＝氏 半 供 f毛寺 寺
鷹　　　 複　　　 とlj 文 文 仁 文 の ・ 曲　′ヾ 面 革 蔵 悪 零 墨 妥
囁　　　 興　　　 土 青 書 王 納 書 の 王 盤 －の 屋 の 楼 書 梵 弁 輪　　 六 納 車
碑　　 1反　　 の　　　　　 Fヨ の　　 す白像　　 水 Fq l日 Pヨ 金垂慶　 日　　　 観 の　納 石卑半IJ 金車重垂
F安　　　 泰 水　　 犬　 と　　　 盤　　 書手 l夏l 盲己　　 昔 石 の 状

郷 才＝iてこi石 高

住　　　 形 盤　　　　　 埴　　　　　　　 殿 絵 匡】　　 勢 燈 仁
宅　　　 土 急　　 造 馬　 会会　　 空 音筐王
暑告 馬　　　　　　　 像

二人：郷 石 頻巨石 南 二l二高 大 東 氷 大 水 イJ ‾醸i 誓禦・十・ √・．．＿劾借：ri 南 高　高 一へ　rlコこそ二i 高
泉　十 字II 」二神 大 づと野 泉 二人二Jll 泉 JIl祁中日」∃三千∫ ji斤」二j呼　人 讐：戸野 営 ネオ榊】桧 ユニj叶仁やlり叫」野
田丁萱等　ナト苦守　井 泉　 日日　fi 脚r 泉 台 Itり‾台 ≠l＝l‾　1ヰi l 有 賢 一　　‾ヨ　≠∫台 理　 3　二坪　3 　 ナト〕咋＝ ■‾　台
：う 芥斗台 粁卜台 5 4 3
l 雀 1 室 1 1 L l

5 7 4 6 4 子†4 2 l
】＋ 卜 】 l l l 】 ト15

者 料 亭 三 豊 曇 蒜 去 三 宝
毒 壌 土 ■ ■ 】

史 3 1 子房 命 命 塚 水 神

　－三戸一寺 寺 Jll牛L　　二回1

粁l 台 台 台 3
基 1 1 1 1

土也

所16　　 1　　 l　6　45 10 1 5 2 5 4 7 2 4 4 7 l 13 1 5 l 】 】 10
：人：　 16　　 16　　 【 1　　　　　 18 】　　 南 16 1 6 1 5 葡▲
鼻と　　 】　　 l 女少 10 」蔓 氷 21 ．氷 教 氷　　 12　氷 蔵 1　　　　 長 者
第　 31 3 1 等 速 雪

小　　　 等字

媚 誌を蒜 簑三重 軍 謹 院

雄

31 道 三 命
J劾 青 寺
寺 T＃

遠　　　　　　 大 手上



ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

石
製
絵
馬
　
二
面
）

登
録
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

●
所
在
地
　
南
田
中
五
－
一
四
　
稲
荷
神
社

●
縦
3
4
c
m
、
横
5
0
c
m
の
砂
岩
製
。
額
縁
を
形
ど
っ

た
中
に
狐
、
宝
珠
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
図
柄

内
に
は
「
奉
納
　
文
久
元
年
三
月
吉
日
　
榎
本
氏
」

と
刻
ま
れ
、
江
戸
時
代
末
二
八
六
二
　
に
制
作

さ
れ
た
も
の
。

●
現
在
、
神
社
で
保
管
し
て
お
り
、
見
学
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

ホ
ウ
キ
製
造
技
術

登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

●
江
戸
時
代
か
ら
練
馬
で
は
ホ
ウ
キ
生
産
が
農
家
の

副
業
と
し
て
盛
ん
で
あ
り
、
戦
前
ま
で
は
ホ
ウ
キ

グ
サ
な
ど
が
地
元
農
家
で
栽
培
さ
れ
、
そ
れ
を
原

料
と
し
て
い
た
。
手
ボ
ウ
キ
や
座
敷
ボ
ウ
キ
の
製

造
は
、
か
つ
て
の
地
域
的
産
業
。

●
技
術
保
持
認
定
者
（
二
名
）

鹿
島
佐
平
さ
ん
　
高
松
在
住
（
写
真
）

篠
田
歳
治
さ
ん
　
高
松
在
住

●
現
在
、
二
人
と
も
ホ
ウ
キ
製
造
は
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
教
育
委

員
会
文
化
財
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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術 術

技
術
絵

l≠1▲　ピ：r 関 高
松 松 Jf l町

商
警
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3 7 3 7 1 4 】 l 適

8 3 7
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篠 鹿
け＝鳥
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平
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t
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3 4
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持
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治　 平 司 jl左

J椛
吉
雄

※
「
髄
岬
螺
釦
蒔
絵
」
土
ガ
＃
細
　
■
平
成
6
年
9
日
1
4
日
死
亡
、
「
枠
柄
の
製
作

技
術
」
作
目
平
成
　
平
成
7
年
5
日
2
1
日
死
亡
に
よ
り
豊
録
解
除



ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

相
原
正
太
郎
家
住
宅
〓
棟
）

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
春
日
町
五
－
二
四
－
一
八

●
桁
行
6
・4
m
、
梁
間
霊
の
寄
棟
造
り
。
屋
根
は

茅
葺
き
を
鉄
板
で
覆
う
。
大
黒
柱
を
境
に
東
側
を

「
み
せ
」
と
し
て
い
る
商
家
住
宅
。
文
久
2
年
二

八
六
二
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
大
規
模
な
改

造
は
さ
れ
て
い
な
い
。

●
見
学
は
、
道
路
か
ら
出
来
ま
す
。
内
部
は
ガ
ラ
ス

越
し
に
み
せ
部
分
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

（昭和39年小林昌人氏撮影）
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俗
）
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ねりまの文化財　特集号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）1月

練
馬
東
小
学
校
の
フ
ジ
二
本
）

登
録
天
然
記
念
物

●
所
在
地
　
春
日
町
一
－
三
〇
　
練
馬
東
小
学
校

校
庭
北
西
隅

●
根
元
付
近
の
最
大
径
1
m
を
測
る
大
木
で
す
。
板

橋
区
成
増
町
の
並
木
家
に
あ
っ
た
も
の
が
兎
月
園

（
旭
町
三
丁
旦
　
に
移
り
、
昭
和
3
5
年
、
学
校
設

立
に
あ
た
り
記
念
樹
と
し
て
移
植
さ
れ
た
。

●
見
学
の
た
め
の
立
ち
入
り
は
学
校
受
付
に
申
し
出

て
下
さ
い
。

練
馬
区
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
保
護
条
例
に

基
づ
き
要
綱
を
定
め
、
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
を

昭
和
6
3
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
区
内

に
所
在
す
る
文
化
財
の
状
態
を
常
に
把
握
す
る
と
共

に
、
文
化
財
に
関
す
る
情
報
を
き
め
細
か
く
知
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
や
文
化
財

所
有
者
の
方
々
に
様
々
な
情
報
を
提
供
し
、
保
護
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

推
進
員
は
区
内
の
文
化
財
に
識
見
を
有
す
る
方
で
、

現
在
1
2
名
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
年
四
回
実

施
し
て
い
る
推
進
員
会
で
教
育
委
員
会
事
務
局
に
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
事
務
局
で
は
、
報

告
に
基
づ
き
適
切
な
対
応
を
と
る
よ
う
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

推
進
員
の
活
動
は
区
内
を
歩
い
て
、
住
民
の
方
々

に
声
を
か
け
、
文
化
財
の
大
切
さ
を
訴
え
、
時
に
は

文
化
財
調
査
を
す
る
な
ど
、
地
道
に
粘
り
強
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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飾
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内
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入
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半
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よ
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桝
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史
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他　　　 力二　　　　　 院 院　 命
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（
天
然
記
念
物
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